別子銅山の歴史と山を拓き支えた人々 : 別子銅山記念館訪問の記録から by 樋口 博美








2013 年 2 月 24 日、専修大学社会科学研究所の愛媛・徳島実態調査の最初の訪問先は「別子
銅山記念館」であった。別子銅山記念館は、別子銅山から住友のさまざまな事業が派生したこ

























































































－ 21 － 
住友の別子稼行では、１．幕府の命令を受けた西条藩から立川経由新居浜道の使用・開設の
























































を解消し、支坑道と連絡して採鉱能率が向上した［住友 1991d：23］。また、明治 22 年に開削
された第二通洞は、予想以上の大量湧水が出たことから間もなく作業中止となったが、工期 19
年をかけて明治 28 年に完成した東延斜坑（図 1 参照）は、輸送・通気・排水機能を高めて採鉱





－ 23 － 
は年ごとに増加、明治 42（1909）年には明治 35 年の出鉱量の二倍を超える約 22 万トンに達し
た［住友 1991d：38-44］。大正 4（1916）年には、端出場への輸送路となった第四通洞（図 1
参照）、その第四通洞と第三通洞を縦に結ぶ大立坑が完成し、これを期に、元禄 4 年以来、銅山
峰南側別子山中の東延にあった採掘本部が、北側中腹の東平へ移動すると（写真 2）、大正末期
には明治末期の出鉱量の倍となる 40 万トン台の大量出鉱時代を迎えた。さらに、昭和 5（1930）























































































































































年間（1711～1764 年）には 3,000 人ほどの人口があったとされており、同じ頃の隣の立川銅山







































































 写真 3：おとうさんたちの朝（昭和 30 年代） 写真 4：働くおかあさん（昭和 30 年代） 
 出所：東平記念館 出所：東平記念館 
 
まずは学校である。明治 6（1869）年に別子山中の中心地であった目出度町に住友私立足谷
小学校が開校されると（男子 32 名、女子 5 名）、さらなる人口と子どもの増加に伴って明治 19
（1886）年には同じく別子山中の小足谷に私立小足谷小学校が創設され（男子 28 名、女子 22
名）、明治 22（1889）年には校舎新築に伴い高等科が設置された［住友 1991a：337］。これらは
明治 27 年に合併して私立別子尋常高等小学校となるが、その後も採鉱拠点と製錬所の移動にと





館」に代わって明治 16（1883）年に私立病院が目出度町に設置された。明治 32 年の別子鉱業
－ 30 － 
所の新居浜への移転にともなって同地に住友病院が開設されると、こちらが本院となり、別子































－ 31 － 
この他、人々の日常の楽しみの一つに酒があった。別子山中にある小足谷には醸造所があり、




























た OB が住友家へ納めに行くという。 
 




ス 1,000m まで掘り下げられた。しかし、そこまでいくと岩盤温度は 60 度にまで上昇、気圧の
増大によって坑道が時々崩壊する山はね現象がおきるようになった。そのため、これより下方
への採掘は安全の確保が難しいと判断され、昭和 48 年に閉山となる。282 年間という長期にわ
たり、たった一つの企業によって採掘が行われ続けたというのは世界にも例をみないという。
閉山までの総出鉱量は約 3,000 万トン（＝東京ドームが隙間なくぎっしり６個分だそうだ）、銅
























－ 33 － 
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